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事業内容︓転職活動から⼊社後の活躍までをトータルサポートする伴⾛⽀援型の⼈材紹介事業
特徴︓データサイエンスカンパニーから発⾜し、マーケティング領域でのデータ利活⽤や

AIを⽤いたマッチングシステムの開発なども実施

背景︓事業拡⼤フェーズのため、集客を増加させることが喫緊の課題という状況
⽬的︓①転職サイト内に掲載した求⼈からの問い合わせを増やすこと

②新規顧客獲得のために集客⼒が向上する施策・開発等を⾏うこと

実習全体での共通業務
<⽇次>︓実習計画作成、定例ミーティング参加、実習⽇誌作成
<週次>︓振り返りドキュメント作成 <プロジェクト毎>︓ WBS作成

実習前半︓PROJECT01_リード獲得改善 (データ分析実践等)
<依頼内容>︓①提供データ等を活⽤して、PV数等の各指標における実績の良い求⼈の特徴分析

②特徴分析の結果を踏まえた改善のためのアイディアの提案
<作業の流れ>

実習後半︓PROJECT02_集客⼒向上のための施策・開発等
<依頼内容>︓①企業のWebサイトのコンテンツを強化、Webサイトの分析基盤の構築

②SNSを活⽤した集客施策およびそのためのシステム開発
Webサイトへの
集客施策

顧客 ⾃社SNS Webサイト

集客施策へフィードバック

SNSへの
集客施策

分析基盤

利⽤状況
分析

転職者のサポート申し込み
企業の問い合わせ

Webサイト改善へ
フィードバック

求⼈関連
ページ作成

GTMによる
タグ付け

モニタリング
シート作成

GA4での探索レ
ポート作成

運⽤マニュア
ル作成
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<作業の流れ>

トレンド
の定義作成

トレンド
の調査

DockerとDifyを利⽤した
スクレイピング⽤
チャットボット開発

ToB向けサイトの
データ分析基盤構築
のためのまとめ

報告→ → → →
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(安宅)︓1点⽬は、データサイエンスにおけるドキュメ
ント等の重要性である。成果が⽬に⾒える実体とは限ら
ないことから、根拠資料やプロセスなどをまとめるのが
重要だと感じた。2点⽬は、ベンチャー企業のスピード
感である。実務に関わる中で、実習期間中だけでも様々
な進展があった。進展が早い分、対応⼒が求められる
が、企業の進展を感じやすいという⾯⽩さがある環境を
体感できた。その他ビジネスの進展のさせ⽅、各ツール
の利⽤⽅法などの学びや経験を得ることができた。

実習で得た成果（課題と解決策）

実習で得た学びや気付き、獲得したスキル
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株式会社ギルドの皆様には、4ヶ⽉間現場でのデータサイエンス実践の機会および助⾔をいただき、誠に
ありがとうございました。今回学んだ内容を踏まえ、それぞれの⽬標に活かしていきたいと思います。

実習後半︓SNS活⽤等実習後半︓Webサイトコンテンツ強化+分析基盤構築

実習前半︓⼈材業界におけるデータ分析実践+施策提案
<成果2>職種名内キーワード分類MAPの作成<成果1>PV数やエントリー数等の指標の整理

収集されるデータの過程を整理することで、
データ毎の収集過程や性質の違い、
関連項⽬が何かを捉えやすくした。

<成果3>分析結果を基にした良い求⼈を探す際の特徴を提案
提供データ等のEDAや
企業としての⽅針など
を考慮して、営業活動
に活かしやすい内容を
ピックアップして提案
した。

限られたデータ数の中で、キーワードによる分類を⾏うことができ
るように、提供データに形態素解析を活⽤した前処理を⾏うこと
で、データ数を維持したまま、視点を変えた分析を可能とした。

<成果1>Webサイト内での求⼈関連ページ等の作成
Studioを⽤いて、求⼈掲載ページ等やCMSモデルの構築
等を実施。標準では実装できない箇所のカスタムコード
を⽤いた実装やレスポンシブデザインも意識して作成。

<成果2>GTMやGA4等を駆使した分析基盤の構築
GTMによるタグ付け等の実施、継続分析⽤のモニタリン
グシートの作成、GA4の探索レポート作成などの実施。

<成果1>Xを⽤いたトレンドを活⽤した投稿設計の整理
Xを⽤いたトレンド調査を通して、「体験談」「共感」
といった反応が集まりやすい要素を抽出し、SNSの投稿
の整理を⾏なった。

<成果2>SNS流⼊からLPまでの導線設計
トレンドに沿った投稿からLPへ誘導を⾏い、その後の
ユーザー⾏動をGA4で分析をする流れを想定し、作
成。スクロール率、クリック率などのGTMやGA4 の設
定の設計を⾏なった。

(三浦)︓実習を通して、設計や検討に時間をかけてし
まったことで結果として実装まで到達することができな
かったという反省点があった。
特に、全体の作業量と難易度を把握できず進めてしまっ
たことが原因と考える。調査や設計に時間を取られ過ぎ
てしまい、実装することができませんでした。
その⼀⽅で、どれくらい時間を割くべきかを事前に考
え、設計、検討、実装を効率よく進めていくための時間
配分とスケジュール管理の重要性を実感しました。計画
段階での優先順位づけが⼤事だと学びました。


